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円給 水 原 価 183.08 181.09 1.99

職員１人当たり 有収水量 470,789 467,540 3,249

供 給 単 価 186.32 185.85 0.47

１ 日 平 均 配 水 量 104,816 104,962 △ 146

職員１人当たり 給水人口 4,232 4,186 46

年 間 配 水 量 38,257,712 38,311,256 △ 53,544

１ 日 最 大 配 水 量 112,836 115,239 △ 2,403

給 水 普 及 率 99.99 99.99 －

年 間 有 収 水 量 33,896,772 34,130,408 △ 233,636

行 政 区 域 内 人 口 304,736 305,599 △ 863

給 水 人 口 304,700 305,562 △ 862

令和8年3月31日現在

項　　　　　目 令和７年度 令和６年度 差引増減

令和７年度　水道事業会計決算概要

 ⽔道事業の最⼤の使命である「安全で良質な⽔」を安定してお届けするため、⽔道施設の計画的な
整備や適正な維持管理を実施しました。
 なお、経営成績並びに財政状態を明らかにすることを目的として、企業会計⽅式の経理⽅法によ
り、管理運営に関するもの（収益的収⽀）と施設の建設に関するもの（資本的収⽀）に区分していま
す。

１．経営成績について
 営業利益 312,369,964円、経常利益 576,173,723円、当年度純利益 572,096,720円となりまし
た。

２．財政状態について
 令和７年度末における財政状態は、資産の部合計 53,311,408,505円、
負債の部合計 23,109,629,534円、資本の部合計 30,201,778,971円となりました。

３．建設改良事業について
 令和元年度から令和1０年度までの第３期⽔道施設整備計画に基づき、基幹施設の耐震化、経年管
の布設替、経年施設の更新、⽔源の確保及び⾼度浄⽔処理施設の整備を⾏いました。



５．財政状況
※税込

収入 支出 収入 支出

７８億４３００万円 ６９億９３００万円 ３２億５１００万円 ５５億６０００万円

工事負担金等
5億100万円

企業債利息

　8億5000万円

収入

⽀出

 

収入

⽀出

≪収益的収支≫

 管理運営経費の財源である収益的収入は、⽔道をご利⽤になられる皆様にご負担いただく
給⽔収益が全体の89％を占めています。

 ⽔源施設及び配⽔施設の維持管理費が55％、⽔道料⾦収納費等が15％、減価償却費等が
28％、企業債利息が2％です。

≪資本的収支≫

 資本的収入は、将来の経営活動に備えて⾏う施設・整備の建設改良及び企業債償還の財源
で、企業債が54％、他会計補助⾦が20％、国庫補助⾦が11％、⼯事負担⾦等が15％です。

 ⽔源施設及び配⽔施設の更新のほか、第３期⽔道施設整備計画による建設改良の費⽤等が
84％、企業債の元⾦償還が16％です。
 なお、収⽀不⾜額は、前年度の利益や減価償却費などで補填しています。

受託工事収益
1億3200万円

1億7200万円長期前受金戻入

収支差引額

その他
4億9100万円

水道料金
69億4800万円

2億7200万円

他会計補助金
6億4000万円

水道料金の
収納費等

10億3800万円

水道施設の
建設改良費等
46億9400万円

企業債元金償還
8億6600万円

減価償却費等
19億3500万円

収益的収支

収支不足額
23億900万円

企業債
17億5200万円

国庫補助金
3億5800万

円

資本的収支

水源施設の
維持管理費

27億8100万円

配水施設の
維持管理費

10億6700万円



営業費用 営業収益

　　原水及び浄水費 　　給水収益

　　配水及び給水費 　　受託工事収益

　　受託工事費 　　その他

　　業務費 営業外収益

　　総係費 　　受取利息及び配当金

　　減価償却費等 　　他会計補助金

営業外費用 　　長期前受金戻入

　　支払利息 　　貸倒引当金戻入額

　　雑支出 　　雑収益

特別損失 特別利益

　　過年度損益修正損 　　その他特別利益

費用 収益

6,619,371千円 7,191,468千円

営業費用
6,283,024

営業収益
6,595,394

特別損失 営業外費用
4,126 332,221

当年度純利益 営業外収益

572,097 596,025

 損益計算書は１事業年度における企業の経営成績を明らかにするために、その年度中に得たすべての
収益からそれを得るのに要した費⽤を差し引くことによって損益の発生原因とその期間の純損益を表し
た報告書です。
 給⽔収益（⽔道料⾦収入）は、5.7億円の利益を確保できました。この利益は⽔道施設の整備に伴い
借り入れた企業債の償還に充てています。

当年度純利益

合　　　　計 7,191,468 合　　　　計 7,191,468

572,097

特別利益
49

6,619,371 収　益　の　部　合　計 7,191,468

172,140

49

160,081

49

4,126

2,366

1,934,814 3,482

6,283,024 6,595,394

損益計算書
（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで） 単位：千円（税抜）

費　　　用　　　の　　　部 収　　　益　　　の　　　部

費　用　の　部　合　計

2,543,396 6,315,784

1,007,177 132,378

137,231 147,232

272,064332,221

274,393

4,126

43,720

326,159 596,025

334,247



固定資産 固定負債

　　有形固定資産 　　企業債

　　無形固定資産 　　引当金

　　投資 流動負債

流動資産 　　企業債

　　現金預金 　　未払金

　　未収金 　　預り金等

　　貯蔵品 繰延収益

　　前払金

資本金

　　自己資本金

剰余金

　　資本剰余金

　　利益剰余金

資産 負債・資本

53,311,409千円 53,311,409千円

固定負債
12,864,374

固定資産 繰延収益
48,390,489 7,243,174

資本金
28,118,615

流動資産
4,920,920

107,397 7,243,174

130,716

 貸借対照表は、企業の財政状態を明らかにするため、年度末において保有するすべての資
産、負債及び資本を総括的に表した報告書です。
 令和8年3⽉31⽇現在、資産（正の財産）のうち89％を有形固定資産（⼟地、建物、構築
物等）が占めています。また、その資産が何によって形成されているかを示しているのが負
債・資本です。

1,952,448

剰余金

2,083,164

資　　産　　合　　計 53,311,409 合　　　　計 53,311,409

流動負債
3,002,082

資　　　本　　　の　　　部

28,118,615

28,118,615

2,083,164

483,580

48,390,489 12,864,374

115,671

47,390,123 11,819,503

3,746 1,044,871

996,620 3,002,082

4,920,920 833,836

3,460,577 2,052,575

869,366

貸借対照表
（令和8年3月31日） 単位：千円（税抜）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部


